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理工グリーンカーテンプロジェクト 

 

１．目的 

 南大沢キャンパスの飼育棟、８号館西側ベランダおよび牧野標本館にグリー

ンカーテンを育成し普及啓発を図る。 

 

２．研究組織 

実施代表者：  黒川 信 理工学研究科生命科学専攻 准教授 

実施協力者：  加藤英寿 理工学研究科生命科学専攻 教授 

 村上哲明 理工学研究科生命科学専攻 教授 

 近藤日名子 理工学系 臨時職員 

 理工学研究科大学院生および理工学系学生 

   

３．研究費 

  物品費   69,000 円 

  人件費     0 円 

  旅 費        0 円 

  看板費   31,000 円 

  ------------------------------------- 

  総 計   100,000 円 

 

４．これまでの成果の概要 

 2011年度のグリーンカーテンプロジェクトでは、グリーンカーテンによって日中の室温

の上昇が抑制されることが明らかにされた。一方、グリーンカーテンには、日中に比べて

外気温が低下する夜間に室温を下がりにくくする効果があった。グリーンカーテンには室

温の上昇と低下の両方を抑制する可能性があり、室温の低下を促進する措置をグリーンカ

ーテンの設置と合わせて行うことで、室温の上昇がさらに抑制されると考えられた。 

2012年度は室温を低下させる効果が期待される換気を行い、換気とグリーンカーテンの

併用によって室温上昇の抑制効果が高まるのかについて検討した。強制換気をした場合、

グリーン室の室温は対照室よりもおおむね低く、日中の室温上昇が抑えられた。そして、

グリーン室と対照室の間の室温差は、自然換気よりも強制換気を行った場合に大きくなっ

た。このことから、グリーン室での強制換気は室温を下げる効果があることが示唆された。

一方、グリーン室の日最低室温は、強制換気と自然換気の両方において、対照室と変わら

ないか、むしろ高くなる傾向が認められた。なお、グリーンカーテンには日射を遮る効果

があったが、ブラインドを下ろした対照室で温度の低下は認められず、ガラス窓からの日

射量を制限しただけでは室温を下げることができないことが示唆された。 
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5. 2013年度の実施内容 

 飼育棟、８号館西側ベランダ４階・５階・６階、理学部講義棟（11号館）の1階講義室

前、牧野標本館において、へちま、琉球朝顔（クリスタルパールピンク）、ゴーヤ、パッ

ションフルーツのグリーンカーテンを実施した。大学院生・学部生および近隣研究室か

らのボランテイアを募り水やり等の管理を行なった。 

 

グリーンカーテンの育成 

 グリーンカーテンには 2011、2012 年にも使用した一年生のつる植物、ヘチマを用い、容

量 76ℓのプランターに培養土を入れ、苗を植えて窓の下に置き、1 階の窓などを覆うように

壁面にネットを取り付けた。 

 育成の方法は 2011、2012 年と同様である。肥料には最初に堆肥（商品名馬力王）を用い、

このほかに追肥として顆粒状の肥料を用いた。 

１１号館給水は池に水を引くシステムを流用して自動給水した。ただし自動給水システ

ムが一時機能しなくなり、その間はバケツで給水した。7 月末にはある程度葉群がおよそ窓

全体を被うまでに成長した。 

飼育棟は、自動給水システムを制作し、７月初旬には、ある程度葉群がネットを被った。 

８号館４、５、６階ベランダは、自動給水システムがないため、大学院生・学部生お

よび近隣研究室からのボランテイアで水やり等の管理を行なった。 

 

飼育棟 

 ５月１６日、琉球朝顔、ゴーヤ、白かぼちゃ、パッションフルーツ定植。 
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８号館４階・５階・６階西側ベランダ  

５月１６日、琉球朝顔、ゴーヤ、へちま定植。５月２５日、プランターおよびネット設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３１日 ６階ベランダでの生育状況 

 

 

 

 

 

 

   葉が黄色に変色し枯れ始めた。 
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12号館 1階講義室窓前 

 ６月８日、へちま、琉球朝顔、ヘチマ定植、プランター設置。 

 左から ６月１８日、７月１２日撮影 

 

普及啓発活動 

１．看板の作成 

 雨天時浸水しないパスターを両面入れられる看板を、８号館西側ベランダ下に設置し、

普及啓発を促した。 
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２，ホームページの作成 

 普及啓発のためホームページを作成し、活動経過を広報した。 

http://www.greencurtain-tmu.com/ 

 


